
　

ト
マ
ト
の
原
産
地
は
ペ
ル

ー
。
15
世
紀
末
に
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
持
ち
帰
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
へ
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
頃
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
初
は

も
っ
ぱ
ら
観
賞
用
で
し
た
。
横

浜
開
港
以
降
に
、
改
良
さ
れ
た

ト
マ
ト
が
再
度
伝
え
ら
れ
て
か

ら
、
ト
マ
ト
が
食
用
と
し
て
栽

培
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

食
用
の
ト
マ
ト
が
初
め
て
栽

培
さ
れ
た
の
は
、
文
久
３
（
１

８
６
３
）年
、
中
区
末
吉
町（
吉

田
家
分
家
の
屋
敷
内
）
の
畑
。

神
奈
川
奉
行
所
の
指
定
で
西
洋

人
の
監
督
の
も
と
、
西
洋
野
菜

の
試
作
が
行
わ
れ
た
と
き
の
こ

と
で
、
そ
の
中
の
一
つ
が
ト
マ

ト
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
洋
野
菜
栽
培
農

家
の
一
人
で
あ
る
清
水
與
助

が
、
ト
マ
ト
の
加
工
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
清
水
與
助
は
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
の
作
り
方
を
横
浜
の

外
国
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
料

理
人
、
細
貝
音
八
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
明
治
29
（
１
８
９

６
）
年
に
生
産
。
こ
れ
が
、
国

産
初
の
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
10（
１
９
３
５
）年
頃
か

ら
は
、
生
食
用
ト
マ
ト
の
栽
培

が
一
般
的
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
第
２
次
世
界
大
戦
前
後
の

一
時
衰
退
期
の
の
ち
、
昭
和
26

（
１
９
５
１
）年
頃
、
平
塚
の
旭

村
か
ら
油
紙
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル

栽
培
技
術
を
導
入
。
さ
ら
に
、

　

２
３
０
年
に
も
お
よ
ぶ
徳
川

幕
府
の
鎖
国
時
代
に
終
わ
り
を

告
げ
た「
安
政
の
開
国
」。
こ
の

と
き
開
か
れ
た
５
つ
の
港
が
函

館
、
新
潟
、
神
戸
、
長
崎
と
、

そ
し
て
横
浜
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
ま
ち
は
諸
外
国
の
文
明
や
文

化
と
触
れ
る
窓
口
と
な
り
、
日

本
各
地
に
そ
の
文
化
を
広
め
る

役
割
を
担
っ
た
の
で
す
。

　

開
港
と
と
も
に
、
国
際
貿
易

港
と
な
っ
た
横
浜
で
す
が
、
も

と
は
半
農
半
漁
の
小
さ
な
村
。

開
港
後
は
西
洋
建
築
が
建
ち
始

め
、
ガ
ス
灯
や
水
道
が
整
備
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
変
貌
は
目
を

見
張
る
ほ
ど
。
人
々
の
暮
ら
し

に
も
、
牛
乳
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
ビ
ー
ル
、
パ
ン
な
ど
の
食

品
か
ら
、
マ
ッ
チ
や
せ
っ
け
ん

な
ど
の
日
用
品
ま
で
、
西
洋
文

化
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
一
つ
が
西
洋
野
菜
だ

っ
た
の
で
す
。

　

当
時
、
日
本
で
も
ダ
イ
コ
ン

や
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
、
ナ
ス
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
菜
を

加
熱
し
て
食
べ
て
は
い
ま
し
た

が
、
西
洋
人
は
自
分
た
ち
の
食

生
活
に
欠
か
せ
な
い
西
洋
野
菜

の
栽
培
を
自
給
自
足
的
に
始
め

た
の
で
す
。

　

開
港
当
時
、
横
浜
居
留
地
に

住
む
英
国
人
・
カ
ー
テ
ィ
ス
は

山
手
方
面
の
肥
沃
な
土
地
に
目

を
つ
け
、
野
菜
の
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の

初
代
駐
日
総
領
事
ラ
ザ
フ
ォ
ー

ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
書
い
た

「
大
君
の
都
」に
よ
れ
ば
、
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ロ
ー
レ
イ
ロ
が
横
浜

近
郊
に
レ
タ
ス
、パ
セ
リ
、キ
ャ

ベ
ツ
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を

導
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

あ
り
ま
す
。
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吉
田
新
田
で
の
試
作
を
皮
切
り
に

根
岸
、子
安
、磯
子
の
各
地
で

西
洋
野
菜
栽
培
が
始
ま
っ
た
！

右：「横浜仏国役館之全図」国輝画 明治5年(1872) ／開港当時の
港の様子　下：「横浜弌覧之真景」貞秀画　明治４年（1871）／
開港から12年ほど経過し、当初では考えられない横浜の発展ぶ
りを長さ２メートルを越す大画面に描いた
横浜開港資料館所蔵

　私たちの食卓に彩りを添えるさまざまな野菜。その
多くが、開港時に横浜から導入された西洋野菜です。
開港150周年の今、横浜で初めて作られ、横浜に根付
いた西洋野菜を「横濱開港菜」と名づけてみました。　

蕃ば

ん

か茄
（
ト
マ
ト
）
生産量 4,040t
作付面積 91ha
別名 赤茄子
（アカナス）

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
、
ポ
リ
フ

ィ
ル
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
ト
マ
ト
の
栽

培
技
術
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
横
浜
で
は
新

羽
地
区
を
中
心
に
、
港
北
区
・

緑
区
・
都
筑
区
・
青
葉
区
へ
と

栽
培
エ
リ
ア
も
広
が
り
、
横
浜

を
代
表
す
る
夏
野
菜
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
１
５
０
年

私
た
ち
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い

横
濱
開
港
菜
の
仲
間
た
ち

　清水與助により日本で初めて作られたといわれ
ているトマトケチャップのラベル。当時のレシピ
で復刻されたケチャップが、現在発売されている。

よこはまかいこうさい
しんぶん

　

そ
の
後
、
西
洋
野
菜
の
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
、
神
奈
川
奉

行
が
吉
田
新
田
（
現
在
の
中
区

末
吉
町
）
で
西
洋
野
菜
の
栽
培

（
キ
ャ
ベ
ツ
、
イ
チ
ゴ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
セ
ロ
リ
な
ど
）
を
試
み

た
の
を
皮
切
り
に
、
根
岸
の
清

水
辰
五
郎
、
近
藤
伊
勢
松
、
子

安
の
堤
春
吉
、
磯
子
の
井
野
銀

次
郎
、
宮
崎
留
五
郎
ら
が
横
浜

に
多
く
の
西
洋
野
菜
を
定
着
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。

横浜で生まれた開国の味
日本初のトマトケチャップ
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原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
江

戸
時
代
中
期
に
長
崎
よ
り
伝
え

ら
れ
た
時
は
、
現
在
の
キ
ャ
ベ

ツ
と
は
違
い
、
近
年
、
青
汁
に

良
く
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ル
に

近
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、

江
戸
時
代
の
人
々
は
そ
れ
を
観

賞
用
と
し
て
品
種
改
良
し
、「
葉

牡
丹
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
よ
う
な
食
用
キ
ャ
ベ

ツ
は
、
開
港
と
と
も
に
居
留
地

の
英
国
人
・
カ
ー
テ
ィ
ス
に
よ

っ
て
栽
培
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
習
っ
た
根
岸
村

甘か
ん
ら
ん藍

（
キ
ャ
ベ
ツ
）
生産量 12,900t
作付面積 288ha
別名 玉菜(タマナ)

　

地
中
海
原
産
で
、
ル
ー
ツ
は

ケ
ー
ル
の
野
生
種
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
開
港
〜
昭
和
中
期
ま
で

は
、
シ
ョ
ー
フ
ラ
と
呼
ば
れ
主

に
子
安
お
よ
び
根
岸
で
多
く
栽

培
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
よ
り

普
及
し
て
い
た
野
菜
で
す
。

　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
ー
レ
イ
ロ

が
栽
培
を
し
て
い
た
記
録
が
あ

り
、
日
本
人
で
は
慶
応
２
（
１

８
６
６
）
年
に
子
安
村
の
堤
春

吉
が
セ
ロ
リ
や
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
と
と
も
に
栽
培
を
始
め
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
安
と
根
岸
で
栽
培
が
盛
ん
に

な
り
、
子
安
で
は
、
最
盛
期
の

明
治
44
、
45
（
１
９
１
１
、
１

９
１
２
）
年
頃
に
、
作
付
面
積

は
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
し

た
。

　

昭
和
の
初
め
頃
に
な
る
と
、

子
安
の
打
越
地
区
や
生
麦
神
ノ

木
あ
た
り
の
海
岸
地
域
で
主
に

生
産
さ
れ
、
当
時
、
平
野
喜
四

郎
が「
ビ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」と
い
う

品
種
を
栽
培
し
て
い
た
記
述
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年
頃
に

花は

な

や

さ

い

椰
菜

（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）
生産量 504t
作付面積 25ha
別名 花キャベツ

　

ニ
ン
ジ
ン
の
原
産
地
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
西
洋
種
が
で

き
、
中
国
に
伝
わ
っ
て
東
洋
種

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
に
東
洋

種
が
伝
わ
っ
た
の
は
江
戸
時
代

初
期
。
現
在
一
般
的
に
ニ
ン
ジ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
実

は
、
開
港
後
に
伝
わ
っ
た
西
洋

種
で
す
。

　

横
浜
市
で
は
、
青
葉
区
荏
田

の
小
黒（
鮮
紅
大
長
）ニ
ン
ジ
ン

が
、
昭
和
30
年
代
ま
で
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、通
称〝
横

浜
三
寸
ニ
ン
ジ
ン
〞（
別
名
子

安
三
寸
、
金
港
三
寸
、
仏
向
三

西
洋

ニ
ン
ジ
ン
生産量 991t
作付面積 40ha

　

自
生
し
て
い
た
イ
チ
ゴ
の
原

種
を
栽
培
し
始
め
た
の
は
、
フ

ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
で
し
た
。

そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
お
よ

び
ア
メ
リ
カ
に
広
が
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人

に
よ
っ
て
日
本
に
観
賞
用
と
し

て
伝
え
ら
れ
た
イ
チ
ゴ
は
、
神

奈
川
奉
行
が
文
久
２
（
１
８
６

２
）
年
に
吉
田
新
田
で
栽
培
を

試
み
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
食

用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
輸
送
時
に
傷
み
や

す
い
イ
チ
ゴ
は
、
大
消
費
地
の

東
京
に
近
い
横
浜
の
栽
培
が
有

利
な
た
め
、
鶴
見
川
の
支
流
谷

本
川
と
恩
田
川
の
流
域
で
、
昭

和お
ら
ん
だ
い
ち
ご

蘭
苺

（
イ
チ
ゴ
）

　

原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

野
菜
で
、
開
港
当
時
、
神
奈
川

奉
行
の
命
令
で
栽
培
が
試
み
ら

れ
た
も
の
の
、
日
本
に
も
ネ
ギ

が
あ
っ
た
た
め
に
普
及
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
の
ネ
ギ
と
同

じ
く
、
主
に
白
い
部
分
を
食
べ

ま
す
。
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
が

輸
入
で
、
日
本
国
内
の
生
産
量

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

西
洋
ネ
ギ

（
リ
ー
キ
）

　

原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
南

部
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
北
岸
。
す

で
に
、古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
や
ロ

ー
マ
時
代
か
ら
、薬
や
香
味
料

に
使
わ
れ
、栽
培
が
始
ま
っ
た
の

は
イ
タ
リ
ア
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
に
広
が
る
な
か
で
品
種
改
良

も
進
み
ま
し
た
。エ
ド
ワ
ー
ド
・

ロ
ー
レ
イ
ロ
に
よ
り
日
本
に
導

入
さ
れ
、文
久
２（
１
８
６
２
）

年
に
は
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

和お
ら
ん
だ
せ
り

蘭
芹

（
パ
セ
リ
）

別名 ポロネギ

は
、
戦
前
か
ら
の
栽
培
経
験
者

が
い
た
こ
と
や
、
市
場
の
評
価

が
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

港
北
区
の
高
田
地
区
で
西
洋
野

菜
類
を
栽
培
す
る
農
家
が
増

え
、
昭
和
26（
１
９
５
１
）年
に

「
高
田
洋
菜
組
合
」を
設
立
。
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
を
は
じ
め
、
レ
タ

ス
、
パ
セ
リ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

作
付
面
積
は
、
昭
和
50
年
代
に

最
盛
期
を
迎
え
、
秋
取
り
12
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
春
取
り
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
現

在
で
も
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
中
心

に
、
栽
培
・
出
荷
を
続
け
て
い

ま
す
。

神奈川子安浜所見
八百屋の店

江逸画　昭和６年　渡辺版画店刊

吉田新田での
西洋野菜の栽培
横浜吉田新田図会
（昭和10年）より
初期は西洋人の監督の
下に西洋野菜の栽培が
試みられた（想像図）。

の
清
水
辰
五
郎
が
、
カ
ー
テ
ィ

ス
の
栽
培
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら

種
子
を
採
種
し
た
こ
と
が
、
日

本
人
に
よ
る
本
格
的
な
キ
ャ
ベ

ツ
栽
培
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
35
（
１

９
０
２
）
年
に
は
大
衆
向
け
の

サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
品
種

が
登
場
し
、
横
浜
で
の
栽
培
が

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
は
、
神
奈
川
地

区
の
一
部
の
農
家
に
よ
っ
て
、

秋
ま
き
・
初
夏
取
り
キ
ャ
ベ
ツ

の
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
10
年
代

に
な
る
と
、
夏
ま
き
・
秋
冬
取

り
キ
ャ
ベ
ツ
も
栽
培
さ
れ
始

め
、
戦
後
の
昭
和
21
（
１
９
４

６
）
年
頃
か
ら
は
、
作
付
面
積

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
、
洋
種
系
の
ア
ー

リ
ー
サ
マ
ー
と
い
う
品
種
か

ら
、
農
家
が
自
分
た
ち
で
採
種

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
品

質
を
保
持
す
る
必
要
性
か
ら
、

地
域
で
共
同
採
種
す
る
組
合
を

立
ち
上
げ
、
昭
和
32
（
１
９
５

７
）
年
頃
に
「
神
奈
川
か
ん
ら

ん
」
と
い
う
品
種
の
育
成
に
成

功
。「
神
奈
川
か
ん
ら
ん
」は
品

質
・
食
味
と
も
高
評
価
を
受
け
、

神
奈
川
地
区
だ
け
で
な
く
、
隣

接
す
る
保
土
ヶ
谷
区
や
港
北
区

に
も
広
が
り
、
神
奈
川
特
産
キ

ャ
ベ
ツ
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、
形

そ
ろ
い
の
よ
い
品
種
が
出
回
る

と
と
も
に
、
消
費
者
の
好
み
も

大
き
く
て
食
味
の
よ
い
新
し
い

品
種
に
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
の
育
成

品
種
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
背
景
の
中
で
、
現
在

で
も
、
横
浜
市
内
の
キ
ャ
ベ
ツ

生
産
者
は
、
秋
ま
き
・
初
夏
取

り
と
、
夏
ま
き
・
秋
冬
取
り
の

キ
ャ
ベ
ツ
を
出
荷
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
神
奈

川
区
を
中
心
に
、
市
内
で
生
産

さ
れ
る
野
菜
の
約
19
％
を
占
め

る
、横
浜
市
内
生
産
量
第
１
位
、

全
国
約
１
８
０
０
市
町
村
中
第

10
位
を
誇
る
農
産
物
で
す
。

山手より吉田新田を望む(彩色写真)F.ベアト
山手から吉田新田を撮った写真(彩色)。吉田新田で
は神奈川奉行の命令で西洋野菜の試作が行われた。

和
初
期
か
ら
栽
培
が
広
が
り
ま

し
た
。
当
時
の
品
種
は
「
マ
ー

シ
ャ
ル
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
由

来
の
も
の
。
昭
和
27
（
１
９
５

２
）年
頃
に「
幸
玉（
砂
糖
イ
チ

ゴ
）」が
広
ま
っ
た
お
か
げ
で
作

付
面
積
も
増
え
、
昭
和
30
年
〜

40
年
代
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

栽
培
も
導
入
さ
れ
、
高
い
評
価

と
人
気
を
得
て
、
最
盛
期
を
迎

え
ま
し
た
。

寸
）
は
、
神
奈
川
区
子
安
の
農

家
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
オ
ッ

ク
ス
ハ
ー
ト
と
い
う
品
種
を
改

良
し
た
も
の
で
、
昭
和
50
年
代

初
期
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
長
さ
が
15
〜
20
セ

ン
チ
あ
る「
五
寸
」と
い
う
、
現

在
最
も
一
般
的
な
品
種
に
と
っ

て
か
わ
り
、
神
奈
川
区
を
中
心

に
、
保
土
ヶ
谷
区
、
瀬
谷
区
で

も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
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原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
と
さ

れ
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
も
栽

培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
16
世
紀

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
そ

の
後
ア
メ
リ
カ
に
も
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
初
代
総

日
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
よ
れ

ば
、
文
久
２（
１
８
６
２
）年
に

キ
ク
ヂ
シャ

（
エ
ン
ダ
イ
ブ
）
別名 シコレ、
ニガチシャ

　

直
径
３
cm
ほ
ど
の
小
さ
な

キ
ャ
ベ
ツ
で
あ
る
メ
キ
ャ
ベ

ツ
は
、
日
本
人
で
は
根
岸
村

の
近
藤
伊
勢
松
が
外
国
人
の
指

導
を
受
け
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
磯
子
の
中
原
町
で

は
明
治
維
新
の
前
後
に
井
野
銀

次
郎
が
栽
培
を
試
み
、
明
治
12

（
１
８
７
９
）
年
頃
に
は
同
地

方
で
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
主
な
産
地
は
信
州
、

房
州
地
方
に
移
っ
て
い
き
ま
し

た
。

子こ

も

ち

か

ん

ら

ん

持
甘
藍

（
メ
キ
ャ
ベ
ツ
）
別名 ヒメカンラン

　

日
本
に
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
の
は
開
港
以
前

で
す
が
、
主
に
観
賞
用
で
、
本

格
的
な
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は

開
港
後
の
根
岸
か
ら
で
し
た
。

文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
に
居

留
英
国
人
カ
ー
テ
ィ
ス
に
よ
り

栽
培
が
試
み
ら
れ
、
日
本
人
の

本
格
的
な
栽
培
は
、
明
治
12

（
１
８
７
９
）
年
頃
、
根
岸
町

の
宮
崎
留
五
郎
が
当
時
の
港
町

青
物
市
場
の
西
洋
野
菜
問
屋
伊

勢
屋
の
委
託
で
作
付
け
し
た
の

が
最
初
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

宮
崎
氏
が
栽
培
に
成
功
し
た
の

を
機
に
、
近
隣
の
人
々
に
よ
り

面
積
が
増
加
し
ま
し
た
。
当
時

は
軟
白
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
生
産
し
、
市
内
の
料
理

店
や
外
国
船
向
け
に
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

西
洋
ウ
ド

（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）
別名 マツバウド

　

ダ
イ
コ
ン
の
中
で
最
も
小
さ

く
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
す

で
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年

に
神
奈
川
奉
行
の
命
令
で
栽
培

が
始
ま
り
、
そ
の
後
子
安
で
栽

培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
種

子
を
植
え
て
収
穫
ま
で
の
時
期

が
20
日
程
度
と
短
い
の
が
特
徴

で
、
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
環
境
を
選
ば
な
い
た

め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
く
栽

培
さ
れ
、
日
本
で
も
全
国
各
地

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

二は

つ

か

だ

い

こ

ん

十
日
大
根

（
ラ
デ
ィッシュ
）

　

原
産
地
は
中
央
ア
ジ
ア
と
さ

れ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
時
代
か
ら

食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

未
熟
マ
メ
を
さ
や
ご
と
食
べ
る

の
で
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
と
言
い
ま

す
。
神
奈
川
奉
行
が
文
久
３

（
１
８
６
３
）
年
に
栽
培
を
試

み
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

絹き
ぬ
さ
や莢

（
サ
ヤエン
ド
ウ
）
別名 三度豆
(サンドマメ）

和お

ら

ん

だ

み

つ

ば

蘭
三
葉

（
セ
ロ
リ
）

　横浜市開港資料館に残る資料には、当時の
西洋野菜栽培や販売に関する浮世絵やイラス
トがあり、当時の様子を知ることが出来ます

資料が語る
横浜での
西洋野菜栽培

　開港150周年を記念して、みなとみらい地区「高島中央
公園」にて横浜野菜・果物の直売市を開催します。横浜市
内産の新鮮で美味しい農産物で食卓を彩ってください。

会場　高島中央公園(西区みなとみらい5-2)
(みなとみらい線 新高島駅より徒歩2分、マリノスタウンの向かい)

日時　６／28、７／ 26、８／ 23、９／ 27
　　　（６～９月の第４日曜日）
　　　午前９時～11時、雨天決行・荒天中止
内容　横浜産野菜・果物の直売市、その他、農家手作
　　　りの漬物などの農産加工品もあります。
※内容に関しては変更の可能性があります。詳しくは横浜市環境創造局

農業振興課HPにて御確認下さい。

アドレス　http://www.city.yokohama.jp/me/
kankyou/nousan/tisantisyo/

みなとみらい開港菜フェア
～横浜野菜の直売市～

宮崎留五郎
明治12年頃、根岸村で
アスパラガス、朝鮮あざ
み（アーティチョーク）の
栽培を始めた。「横浜市
誌」（昭和４年）より。

佐久間家文書　内外蔬菜拂渡記録（明治９年）
佐久間家に残る、西洋野菜の払い渡し記録が残る文献。鶴見村の
佐久間権蔵氏は西洋野菜・果樹類の栽培と販売に取り組んでいた。

　横浜の花の品評会です。生産者が丹精こめて栽培し
た、シクラメン、ハボタン、パンジーなどが展示され
ます。また、展示の花鉢物・苗物を最終日に即売します。
11月開催予定。詳しくはHPにて

http://www.city.yokohama.jp/me/kankyou/
nousan/kakiten/

第38回横浜花き展覧会
～よこはまの花の品評会～

市内産野菜が買える
「はま菜ちゃん直売所」（41カ所）
マップの携帯電話サイト開設！
身近な携帯電話で簡単に直売所を探せるように、携
帯電話用サイトを開設しました。

直売所情報…住所、電話番号、営業日時、地図、イ
ベント情報など
http://www.city.yokohama.jp/me/kankyou/m/
ag/index.html

携帯電話で見られる内容

バーコードリーダー付きの携
帯電話からはこちらのQRコー
ドからアクセスしてください

よこはまブランド「はま菜ちゃん」

　

開
港
〜
明
治
末
期
ま
で
子
安

方
面
の
特
産
物
で
、
同
地
方
で

は
セ
リ
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
や
ロ
ー

マ
時
代
に
は
、
薬
用
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
安
土
・
桃
山
時

代
に
朝
鮮
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
普
及
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
食
べ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
開
港
当
時
入
っ
て
き
た

西
洋
種
で
す
。
１
８
６
３
年
に

神
奈
川
奉
行
が
居
留
地
向
け
に

栽
培
し
た
西
洋
野
菜
の
一
つ
で

も
あ
り
、
日
本
人
の
本
格
的
な

栽
培
と
し
て
は
、
同
年
、
根
岸

村
の
近
藤
伊
勢
松
が
外
国
人
に

よ
る
実
地
指
導
を
受
け
て
栽
培

を
始
め
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

子
安
地
方
で
は
、
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
子
安
町
の
堤

春
吉
が
米
国
よ
り
種
子
を
取
り

寄
せ
、
近
隣
の
農
家
と
と
も
に

栽
培
を
試
み
ま
し
た
。そ
の
後
、

清
水
常
吉
、
吉
田
虎
吉
の
両
人

が
熱
心
に
栽
培
法
を
研
究
し
た

こ
と
に
よ
り
栽
培
が
広
が
り
、

日
露
戦
争
後
の
好
景
気
に
は
横

浜
の
セ
ロ
リ
栽
培
が
最
盛
期
を

迎
え
、
当
時
は
生
麦
境
よ
り
入

江
橋
に
至
る
ま
で
東
海
道
沿
い

の
海
岸
は
ほ
と
ん
ど
セ
ロ
リ
畑

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

栽
培
に
適
し
た
海
岸
沿
い
の
砂

地
に
は
麒
麟
麦
酒
会
社
の
工
場

な
ど
が
建
設
さ
れ
、
都
市
化
が

進
み
ま
し
た
。

　

原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
か
ら

西
ア
ジ
ア
と
さ
れ
、
日
本
で
も

「
チ
シ
ャ
」
と
い
う
名
前
で
、

１
０
０
０
年
以
上
前
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

現
在
の
レ
タ
ス
の
よ
う
に
玉
に

は
な
ら
ず
、
1
枚
ず
つ
掻
き
と

っ
て
食
べ
る
苦
味
の
強
い
種
類

で
し
た
。
現
在
の
レ
タ
ス
の
よ

う
な
結
球
す
る
タ
イ
プ
は
幕
末

に
横
浜
か
ら
入
り
、
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

玉
チ
シ
ャ

（
レ
タ
ス
）
生産量 770t
作付面積 33ha
別名 蒿苣(チシャ)

は
ロ
ー
レ
イ
ロ
が
日
本
に
導
入

し
た
と
あ
り
、
ほ
の
か
な
苦
味

が
あ
る
こ
と
か
ら
「
ニ
ガ
チ
シ

ャ
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

資料は全て横浜開港資料館所蔵
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開
港
当
時
、
横
浜
港
か
ら
入

っ
た
西
洋
野
菜
は
、
居
留
地
に

住
む
西
洋
人
が
食
べ
る
た
め
に

港
近
く
の
子
安
、
鶴
見
、
根
岸
、

山
手
な
ど
で
栽
培
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
半
農
半
漁
の
小
さ

な
村
だ
っ
た
横
浜
村
も
、
現
在

で
は
３
６
０
万
人
の
人
口
を
抱

え
る
巨
大
都
市
に
成
長
し
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
西
洋
野
菜
が
盛
ん
に

栽
培
さ
れ
た
農
地
は
都
市
化
と

と
も
に
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
横
浜
市
で
は
市
民
の
た

め
に
緑
地
を
残
す
政
策
に
よ

り
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
農
地
が

残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の

は
泉
区
、
戸
塚
区
、
都
筑
区
、

緑
区
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
横
浜
市
は
農
地
と
住

宅
地
が
近
く
に
あ
る
の
が
特
徴

で
、
直
売
所
に
よ
る
農
産
物
の

販
売
が
盛
ん
で
す
。
現
在
、
大

小
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
カ
所

の
農
産
物
直
売
所
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
ほ
ぼ
全
て
の
区
で
地
場

農
産
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
中
の
一
部
を
こ
こ
で

紹
介
し
ま
す
。

　開港によってもたらされた西洋野菜は、横浜村の人々の

手でこの地に根付き、今日まで伝えられてきました。ここ

で、現在の横浜野菜＆果物の様子を探ってみましょう。　

野菜…●　果物…●　花…●　畜産物…●
JA横浜の直売所…■　JA田奈の直売所…□

と
れ
た
て
を
食
べ
よ
う
！

横
浜
野
菜
＆
果
物
は

ど
こ
で
買
え
る
の
？

発行　横浜市環境創造局農業振興課
　　　平成21年６月２日発行

住所　〒231-0017　横浜市中区港町1-1
TEL　045（671）2639
FAX　045（664）4425
横浜市広報印刷物登録　第210077号
種別・分類　G-KJ380

横浜市農産物直売所マップ
　横浜市内で生産された、新鮮で安心な
野菜＆果物を買いたい人は、ホームペー
ジで詳しい場所がわかります。
http://www.city.yokohama.jp/
me/kankyou/nousan/chokubai/

知ってますか？
「はま菜ちゃん」

◆野菜26品目／ダイコン、カブ、ニンジン、ゴボウ、
ハクサイ、コマツナ、キャベツ、ホウレンソウ、ネギ、
シュンギク、カリフラワー、ブロッコリー、レタス、
ミズナ、ツケナ類、キュウリ、ナス、トマト、トウ
モロコシ、インゲン、エダマメ、サツマイモ、ジ
ャガイモ、サトイモ、タマネギ、ウド
◆果物4品／ナシ、ブドウ、カキ、ウメ

　横浜で育った野菜と果物には「はま菜ちゃ
ん」マークが付けられています。
　現在「はま菜ちゃん」ブランドは30品目あり、
野菜は市内の小売店やデパート、スーパー、
直売所などで、浜なし等の果物は生産農家の
直売所のみで買うこと出来ます。

地産地消
サイトオープン

　西洋野菜の発祥地、横浜市内の直売所に行
ってみたくなった方、環境創造局のホームペ
ージ「横浜で地産地消」情報サイト内の直売マ
ップをご覧下さい。他にも直売所の市内産農
産物が「買える」「味わえる」「収穫体験」農業
などの「イベント情報」などなど、地産地消関
連の情報が盛りだくさん。
http://www.city.yokohama.jp/me/
kankyou/nousan/tisantisyo/

キャベツ　主な産地…神奈
川区、保土ヶ谷区など

1863年、清水辰五郎がキャ
ベツを、同年近藤伊勢松が
セロリ、メキャベツ、キャ
ベツなどを栽培

1863年、神奈川奉行により
西洋野菜の栽培が試みられる

1866年、堤春吉
がセロリ、カリフ
ラワー、ラディッ
シュなどを栽培

1878年以降、井上銀次
郎が栽培を始めたメキャ
ベツの栽培が広まる

スミス農園を開設する

開港当時の海岸線

シクラメン　主な産地…港
北区、泉区、都筑区など

ホウレンソウ　主な産地…
都筑区、戸塚区など

トマト　主な産地…泉区、港
北区、戸塚区、都筑区など

ナシ　主な産地…緑区、青
葉区、戸塚区など

2009年、みなとみらい
開港菜フェア開催
※詳しくは中面


